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水と共に生きるまち
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松江市内は原発から10km圏内と
なり、作業員・技術者が滞在す
る復興拠点都市になる。県民会
館はその中心として、オフサイ
トセンターと連携し、復興作業
を管理する。

①恵曇ターミナル、②県民会館
は、ともに作業員・技術者のた
めの物資配送の拠点として機能
する。

復興時の恵曇集落は、5km圏内の
高放射線量区域となる。年間線
量限度を超えないよう期間を区
切り宿泊する、原発作業員のた
めの一時滞在都市になる。
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②県民会館は、バスの乗り換え
拠点として、住民・観光客とも
に日常的な拠点施設になる。

出雲空港から④の乗り換え拠点
までバスで移動し、そこから船
で松江城・恵曇集落にアクセス
する。水の都市松江ならではの
観光動線になる。

恵曇ターミナルは、日常時は道
の駅として住民生活を支える。
観光客にとっては観光のアクセ
スポイントになる。
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＜凡例＞

観光客
①恵曇ターミナル

②県民会館の拠点化

③各コミュニティ拠点整備

④IC付近の乗換拠点
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＜凡例＞
駐車場

観光中心ゾーン

生活中心ゾーン

堀川と地上とのレベル差を活か
し、お掘を眺めるステージを作
る。

観光バス発着場を水上交通との
結節部にまとめ、観光拠点にす
る。

県民会館のホワイエはバス待ち
のロビーとしても開放し、常に
人がいる雰囲気を作る。誰でも
気軽に居て良い、気軽な雰囲気
の空間になる。

堀端のシンボルロードは、松江
城を眺める視点場になる。

子供棟(275㎡)

ショップ棟(280㎡)

駐車場110台
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堀川遊覧乗り場

物産館

待合所
レストラン(160㎡)

トイレ(100㎡)

松江城

産直販売施設(400㎡)
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細長い形の物産販売所は、施設
を通り抜ける利用者動線にも物
産品をアピールしやすい形にな
っている。

トイレは24時間開放とし、駐車
場から利用しやすい位置に設け
る。

中庭に面した物産販売所2は、半
屋外も利用した物産陳列が可能
になっている。広く産品をアピ
ールできる作りになっている。

フェリー乗降所と車・バス乗降
所が隣接し、スムーズな乗換が
可能。被災時の簡易スクリーニ
ングも可能な半屋外を多く設え
、フレキシブルに利用できる。
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島根県民会館は、まちから島根城への入

り口に位置するが、周辺に駐車場が多く、

城への視点場が整備されていない。また、

物産館は観光ルートから外れており、物

産のアピールができていない現状があ

る。

住民のバスターミナルとしても利用され

ている現状を活かし、堀川遊覧との結節

性を活かした、住民・観光客ともに拠点

となるエリアリノベーションを提案す

る。

まず、駐車場は一箇所に効率良く集約し、

敷地の効率化を図る。

現状、ホールのホワイエとしてホール公

演がないときに閑散としている県民会館

のロビー空間は、バス待ちのためのロ

ビーとしても機能するよう、バスターミ

ナル機能を街路に移設し、県民会館の建

具改修を行う。

同時に、新設する産直販売施設・子供棟

などの付加機能をロビーに添わせて配置

し、ロビーと一体的な利用ができるよう

にする。

物産館を中心とした観光中心ゾーンに

は、堀川遊覧との乗換がしやすいよう、

観光バス発着所を集約する。非常時の炊

き出しや簡易スクリーニングに使用でき

る広場を整備し、多目的な活用ができる

ようにする。

恵曇ターミナルは、島根原発から 5km 圏内に立地する。

佐陀川沿いの水と陸が近い関係性を活かし、また漁港の管理棟と

して見慣れた低層のピロティ建築とする。

構造は、水害を考慮し、頑健な RC ラーメン構造とする。非常時に

天井まで立ち上げる仮囲いを考慮し、天井は梁型を出さないフラッ

トスラブとする。

道の駅棟と、ターミナル棟に分け、ピロティ建築の良さを活かす

ことを考える。

奥行きの薄いピロティ建築は、フェリー乗場とバス・自動車乗降

所を視覚的に近い関係にできる。

道の駅棟は、奥行きの薄いピロティ建築をぐるりと回し、中庭を

作る。半屋外を多くとり、外部も積極的に活用できるよう掃き出

しサッシを多く設けることで、空調空間が少なく、ランニングコ

ストが軽減できる。

日常時 復興時

平面図 S=1/1000

パース 2　ターミナル棟の半屋外部を見る

パース 1　道の駅棟の中庭を見る 佐陀川沿いの風景

日常時・復興期の松江都市圏

敷地計画
①恵曇ターミナル

②県民会館の拠点化


